
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖  句：いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。（テサロニケの信徒への手紙 Ⅰ ５：１６～１８） 

保育目標：０歳児 ・周りの友だちや保育者との関わりを楽しむ。  

      １歳児 ・神さまがくださったたくさんの恵みを味わって喜ぶ。 

      ２歳児 ・自由に自分を表現し、周りに受けとめられて過ごす。神さまの恵みを味わって感謝する。 

      ３歳児 ・自分の思いを友だちや保育者に共感してもらい、自分で折り合いをつける経験をする。 

      ４歳児 ・自分が感じて想像したことを工夫して思ったように表現する。神さまの恵みを感謝する。 

      ５歳児 ・友だちと相談することやアイデアを出し合うことで、思いの違いを調整して遊ぶ。神さまからの恵みを感謝 

して、周りの人たちと分かち合う。  

２０２３年１１月号 関東学院六浦こども園 

みずからのために道しるべを置きみずからのために標柱をたてよ （エレミヤ３１：２１） 

人になれ 奉仕せよ 

今年は夏の暑さが長く続き、いつまでも暑い！と感じる日がありましたね。そののち“お待たせしました！”とやって来た秋は

どうやら『小さなみじかい秋』だと聞かされ、この秋をどうやって子どもたちと楽しもうかしら…と思い巡らせているうちに

10 月が終わってしまいました。11 月も秋の気配は残っているでしょうか？それともこのまま、冬に入ってしまうのでしょう

か？できたら、もう少し秋を楽しませてもらいたいと願っているのですが･･･ 

 10月、子どもたちはフィールドデイや秋の遠足（年中組は11月に行きましょう！）など身体を思いっきり動かして、喜び、

楽しむ経験をしました。『やってみたい！』『こんなこと、できちゃった！』『おもしろい！』など、子ども自身で“自分が大きく

なっている”と実感していることが、傍らにいる私たちにも伝わってきました。自分に自信が持てると、子どもたちは今まで出

来ないと諦めていたことに挑戦する姿や自分の思いを周りの友だちや先生に伝えようとする姿などを見せてくれます。また、

子どもの中で何かが変わろうとしているのを感じます。 

この時期は色々な意味で変化の時期なのです。大人にとって受け入れやすい変わり方をしてくれるとよいのですがそうでは

ない変わり方もあるため “どうして・・・” と悩ましい時期でもありますね。大人は、自分が考えた良いと思う方向に子どもた

ちを導きたくなるものですから。子どもの変わり目は『育ちの証』と受けとめ、その変化の意味をご一緒に考えていきません

か⁈きっと大事なことが見えてくると思います。 

また、フィールドデイで大きなグラウンドの中を自然と走り回り転げまわる子どもたちの姿がありました。それは自分の中

から湧き上がる何かを感じて、身体が動き出したのでしょう。『環境が働きかける力とそれを受け取る子どもたちの感性はすご

いなぁ』と改めて思わされました。理屈でだけはなく、身体で感じることがどれだけ子どもの育ちを豊かにすることでしょう。

日々の園生活の中でも大切にしたい経験です。 

 秋が深まり収穫の時を迎える11月、私たちは収穫感謝礼拝を捧げます。お家から持ち寄った果物（神さまの恵み）を幼児は

ホールに乳児はお部屋に飾り、神さまが私たちにくださっているたくさんの恵みを喜び、感謝します。また礼拝後、その恵み

を自分たちの周りの人たちに分かち合うために出かけて行きます。『神さま、ありがとう』の想いは 12月のクリスマス（神さ

まの愛の贈り物＝イエス様のお誕生）の『ありがとう』につながっていくのです。 

 今、世界中に戦いや貧困、差別などに苦しんでいる多くの人がいることを私たちは知っています。イエス様がこの世にいら

した意味を思い起こして『平和をつくり出す人』として歩んでいきたいと祈り求めます。 

 園長 鈴木 直江 

 


